
冬期林道沿いで給餌とくくりわなによりニホンジカを捕獲する技術 
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冬期越冬地でニホンジカを集中的に捕獲して個体数を削減する技術について検討するため，南アルプスの麓，井川地

域で，林道沿いに給餌場を設けてシカを餌付け，給餌場周辺で凍結条件下でも使用可能な２種類のくくりわなと銃を組

み合わせた捕獲を行い，効果を検証した。１月から３月に延べ 36 日間捕獲を行った結果，30 頭が捕獲され，このうち

メスの割合は57％で，従来行われてきた巻き狩りの７％と比べて大きく，メスの捕獲にも適していることが示唆された。

また，少人数で実施が可能で同じ場所で繰り返し捕獲ができる点でも優れていた。 
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Ⅰ はじめに

GPS 首輪による行動追跡調査などから，南アルプスの

亜高山帯に生息するニホンジカ（Cervus nippon，以下シ

カとする）は，冬期，標高の低い場所へ移動して越冬す

ることがわかっている（1）。このため，冬期にシカが集

中する越冬地で集中的に捕獲することで，個体数を効率

的に減少できると考えられ，特に出産期前のメスの捕獲

は，より高い効果が得られると考えられる。しかし，南

アルプスの麓に位置する静岡市の井川地域では，これま

で主に巻き狩りが実施されてきた。巻き狩りは，捕獲し

たシカ以外を区域から追い払い，撃ち逃しも多いため，

特定の区域内での集中的な捕獲には適していない。また，

当該地域では，メスの捕獲割合が１割以下〔2007-2014年

に捕獲した 393 頭中オスが 365 頭（93％）メスは 28 頭

（7％），遠藤好和未発表資料〕と低かった。 

一方，近年，機動性の高いくくりわなが各地域のシカ

の捕獲で実績を上げているが（2），冬期は地面の凍結や

作動不良等により使用が困難であった。しかし，凍結条

件下でも作動するメスジカ捕獲専用の誘引式の首用くく

りわな（図－１）が新たに考案，開発され（3），また，

通常のくくりわなについても，凍結防止対策を行うこと

で作動不良なく，使用できる技術が確立されている（4）。 

そこで本研究では，冬期林道沿いでシカを餌付けて給

餌場周辺で２種類のくくりわなと見回り時の銃を組み合

わせた捕獲を行い，その効果を検証し，捕獲手法につい

て検討を行った。 

Ⅱ 方法 

2015 年１月から３月に静岡市葵区田代東河内にある

筑波大学井川演習林ほか約28km2の区域（標高約800～1，

100ｍ）で試験を行った。林道沿い約８km の区間に各々

概ね500ｍ以上間隔が空くように20箇所の給餌場を設け

た。各給餌場には最初から誘引式首用くくりわなを1基

ずつ設置して毎日車で巡回しながら，約１～２kgのヘイ

キューブ（アルファルファヘイを乾燥しキューブ状に圧

縮成型したもの）を給餌，補充してシカを餌付けた。警

戒心の高い成獣のメスをしっかりと餌付けてから捕獲す

るため，15日間はわなが作動しないように針金で固定し

た。

給餌場と試験地に隣接する斜面中腹の標高1，600ｍの

地点にそれぞれ各１台の自動撮影カメラを設置し，撮影

された動物種，及び撮影種がシカの場合は，角があるオ

スと角がない成獣メス及び幼獣を判別し，成獣メスと同

時あるいは連続して撮影された体の小さな個体を幼獣と

判別した。２月10日以降は，シカが餌付いている給餌場

では，わなが作動しないように固定していた針金を撤去

して捕獲を開始した。メスジカ捕獲専用の首用くくりわ

なでは角のあるオスを捕獲することが出来ないため，自

動撮影カメラや目視でオスが確認された給餌場では，周

辺の通い道に凍結対策を行ったくくりわな「空はじき知

らず」（有限会社渡部製作所，神奈川県横浜市）を仕掛け

て捕獲を行った。また，見回りの時に撃ち逃してもその

後の捕獲に影響が少ないオスジカや単独のメスジカを目

撃した場合は，車から降りて射撃可能な場所から銃（ラ

イフル銃またはスラッグ銃）による捕獲を行った。給餌

及び捕獲作業は，当該試験地を含む井川地域を猟場とす

る井川猟友会が行い，給餌だけの日は１人，給餌と捕獲

の両方の作業がある日は２人１組で巡回する当番制とし

た。なお試験地は，狩猟可能なエリアで，給餌及び捕獲

期間の一部は狩猟期間中だったが，同猟友会の協力等に

より，試験期間中は試験以外の捕獲は行われなかった。 

Ⅲ 結果と考察 
１． 給餌による誘引効果と捕獲 

給餌場 20 箇所中６箇所で給餌開始翌日には設置した

ヘイキューブが採餌により消失し，捕獲を開始した2015

年２月 10 日には 17 箇所で消失した。その後３月 16 日

までの36日間で30頭が捕獲された。捕獲結果を表－１，
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表－２に示す。30 頭中メスが 17 頭（57％）となり，こ

れまで当該地域で行われてきた巻き狩りの７％と比べて

メスの割合が大きく（5），メスの捕獲に有効と考えられ

た。巻き狩りで捕獲した個体の性別がオスに偏る理由に

ついては，交尾期にオスは採食に費やす時間が少なくな

ることから，栄養状態の悪化により持久力が低下した可

能性が考えられる。 

捕獲効率は，わな設置期間だけだと0.83頭/日，餌付

け期間 15 日を加えると 0.59 頭/日で，捕獲努力に対す

る作業効率は0.66頭/人・日（１日当たりの作業時間は

約４時間＝0.5 日）であった。１日あたりの捕獲効率で

は，巻き狩りの1.59頭/日（井川猟友会への聞き取りに

よる2012年度の狩猟実績）より低くなるが，少人数で実

施が可能で，作業効率は巻き狩り0.29頭/人・日の２倍

以上と高く，同じ場所で繰り返し捕獲できる点でも優れ

ていた。 

一方，これまでヘイキューブにニホンカモシカ

（Capricornis crispus）が餌付いたという報告はないが，

今回６箇所の給餌場で餌付き（図－２），このうち２箇

所の誘引式首用くくりわなでカモシカが錯誤捕獲された。

技術的な回避は困難なことから，適切な運用方法の検討

と捕獲後迅速に放獣する体制の整備等対策が必要である。 

２． 自動撮影カメラによる生息状況  

試験地に隣接する斜面中腹の標高 1,600ｍの地点に設

置した自動撮影カメラにより撮影された月別のシカの頭

数を図－３に示す。試験期間中は少なく，特に11月から

２月は撮影されなくなり，５月まで少ないことから，当

該地域のシカはこの期間標高1，600ｍよりも低い場所で

生活していると考えられた。降雪や積雪量とそれに伴う

シカの行動と給餌による誘引効果は地域によって異なり，

年によって変化すると推測されることから，冬期越冬地

で効率的にシカの捕獲を進めるには，生息状況とその変

化を感度よくモニタリングしながら実施することが有効

と考えられる。 
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図－1．誘引式首用くくりわな 

表－1．捕獲結果 

表－2．捕獲方法別捕獲数 

図－2．給餌場でヘイキューブを食べるカモシカ 

 

 
 

 

図－3． 標高1,600ｍに設置した自動撮影カメラで 

撮影された月別のシカの撮影頭数
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